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€
其
時
代

永

田

淸

第
十
五
及
び
十
六
世
紀
全
般
を
辟
微
づ
け
る
も
の
は
：re

s
u
t

 

de 

r
e
c
h
e
r
c
h
e
-

の
一
語
で
あ
ら
ぅ
。
こ
の
言
葉
の
意
味
は
、自
然 

科
學
の
み
な
ら
ず
、
社
俞
科
學
一
舣
に
安
當
す
る
。
特
に
政
治
學
は
こ
の
間
異
常
のR

e
c
h
e
r
c
h
e

を
經
た
と
謂
つ
て
盅
s
o勿
論
、
政 

治
學
が
此
時
代
に
於
て
、
前
時
代
の
そ
れ
と
多
く
の
類
似
を
示
し
た
こ
と
は
、
避
け
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
常
時
の
硏
究
苕
は
多 

く
前
時
代
の
學
徒
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
模
倣
渚
た
る
こ
と
を
以
て
®
ら
誇
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
第
十
六
世
紀
は
、
铒
學
•
倫
理 

學

•
政
治
學
に
於
け
る
註
釋
の
時
代
と
謂
へ
る
。
併
し
こG

註
釋
は
純
然
た
る
創
造
に
ま
で
止
揚
さ
れ
た
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。
此
等 

政
治
學
說
の
明
瞭
な
る
分
岐
を
誘
致
し
た
る
第
一
の
原
因
は
®

#
敎
主
義
で
あ
ら
ぅc

こ
の
主
義
に
独
く
正
義
•
自
山
•
仁
愛
。
平
等 

の
理
念
及
び
感
情
は
、
結
见
と
し
て
、
政
治
學
の
页
新
を
澈
ら
す
に
至
つ
た
。
而
し
て
、
こ
の
間
、
敎
會
は
特
殊
の
宗
敎
社
會
を
鞲
成 

し
づ
V
,國
家
と
並
ん
で
發
M
し
て
居
る
。
こ
の
關
係
の
考
察
が
即
ち
政
治
學
の
一
新
部
門
を
構
成
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る

。

こ
れ
等
の
要
素
と
並
ん
で
、
茲
に
、
第
三
階
級
の
永
續
的
仵
在
と
勞
働
自
1:
1
.
1の出
現
と
が
擧
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
竦
は
勿
論 

相
互
に
分
離
出
來
ぬ
、
蓝
し
第
三
階
級
の
一
般
的
進
歩
と
熒g

自
山
と
は
同
一
軌
道
上
を
迆
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
第
三

Jean Bodin 

W

典
時
代 

三
六1

(

一
八
六
七)

•巧.—



v

i

時

代

5
ハ

ニ

2

八
六
八〕

階
級
な
く
し
て
、
勞
働
の
自
山
は
發
M
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
し
、
又
、自
山
な
る
產
業
な
く
し
て
、
笫
三
階
級
は
そ
の
强
力
な
る 

容

に

：齡
し
得
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
斯
る
勞
曾
.

h
q

出
現
は
、
_

的
_

を

政

織Q

塞
な
一
置
た
ら
し
め 

た
。
即
ち
笨
益
紀
に
於
て
、
_

_

慕

成

す

る

證

象Q

發

展

装

れ

崖

Q

明
確
な
る
分
析
を
■

し
たQ

で
あ
る
。

こ

れ
ょ
I
先

ん

ず

る

紀

E
=

の
第
三
^
級
轺
濟
史
は
勞
傲
ょ
り
坐
ず
る
励
產
所
有
權
の
、
征
服
の
子
た
る
土
地
所
布
權
に
對
す
る
岡

&

の
蟹
で
あ
つ
た
。
管

岳

-

f-
益
紀
に
及
ん
で
、g

產
所
S

は

靈

製

ょ

り

生
ず
る
此
擎
を
鍵
し
た
。
此

萎

が&

 

る
_

的
硏
究
の
覺
舰
に
決
觉
的
な
講
牲
を
與
ふ
る
遺
つ
た
の
で
あ
る
。
所
謂「

第
十
六
世
紀
の
政
治
學
說
並
に
辦
蹵
取」

.̂
、
 

斯
る
社
#
的

賺

、
階
級1

爭
、
剪

關

f

i

と
し
て
唐

し

た

もQ
.
U
I

ね
ば
な
ら3

。

±

常
時
の
思
想
家
と
し
て
最
初
に
擧
ぐ
べ
き
も
の
は
マ
キ
ア
ヴK
リ
で
あ
ら
ぅ
。
狹
溢
な
る
社
會
P
虔
に
於
て
は
、
岡
人
の
1了
黑
ば
壓
ミ

一
切
の
原
動
力
と
な
る
。然
U

ア
ヴ
f

Q
瑟

は

#
太
利Q
共
和
國
篇
ら
れ
て
f

。
f

彼
れ
ぷ
デ
f

發
輝
し
たn

は
此
づ
命
域
P
に
於
て
で
あ
つ
た
0從
つ
て
、彼
れ
は
、政
治
學
を
以
て
、行
爲
を
恶
礎
と
す
る
政
觉
と
考
へ
て
思
る
。
彼
れ
の
政
治
學
說

に
は
故
#
の
^
礎
體
の
硏
究
及
び
立
法
の
合
现
的
對
比
と
謂
ふ
が
如
き
祈
學
的
概
念
は
全
然
含
ま
れ
て
席
ら
ぬo

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ゥ

に
於
け
る
が
如
き
-
人

麗

#
の
襁
成
要
素
た
る
所
布
、
家
族
、
並
に
地
理
的
諸
麗
の
蕾
に
及
ぼ
す
影
響
等
の
理
論
は
、
未
だ
此 

れ
を
マ
キ
ア
ヴ
ュ
リ
の
思
妞
體
系
屮
に
發
見
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。

種
々
な
る
意
妹
に
於
て
マ
キ
ア
ヴ
=リ
と
對
照
さ
れ
.る
.も
の
に
ト
ォ
マ
ス
、
モ
ォ
ァ
が
ぁ
る
。
比
噙
的
に
謂
へ
ぱ
、
前
者
は
ァ
リ
ス
ト

ネ
レ
ス
こ
息
龙
し
、
後
容
は
ブ
ラ
ト
ン
を
註
釋
補
正
し
た
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
乇
オ
ア
に
依
て
社
會
學
說
中
に
缇
入
せ
ら
れ
た
る 

簏
の
本
源
的
要
素
は
正
義
と
仁
愛
の
精
神
で
あ
る
。
即
ち
彼
れ
の
共
產
生
義
の
典
礎
と
な
つ
た
も
の
は
、
決
し
て
精
確
な
る
經
濟
擧
の 

諸
概
念
で
は
な
く
て
、
熱
烈
な
る
福
音
齋
的
人
遒
主
義
で
あ
る
。「

理
想
國」

に
於
け
る
恶
木
社
會
の
现
念
は
、封
述
所
有
よ
り
浓
ず
る 

不
正
不
¥
等
、

一
般
庶
段
の
貧
闲
等
の
.社
#
的
現
實
性
に
對
す
る
正
義
心
に
恶
い
て
f

。
菩
人
は
、
明
瞭
に
、
.モ
オ
ア
の
論
理
と
空 

va
と
の
中
に
、
中

,!
1
:13
の
不
敬
虔
な
る
抑
1!
1
に
對
す
る
反
動
と
し
て
の
露
督
敎
^
理
^
の
^
劫
を
^
め

る

こ

と

が

^
^
^'
る

介

へ

ば
 

皮
ル
の
家
矣
論
の
如
き
、期
ら
か
に
;1
-
1
:
ハ
一
例
と
す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。9

。
& R

e
y
b
a
u
d

 

^

w'tudes 

surles 

reformateurs 

c
o
n
t
e
m
p
o
r
a
F

 

c
h
a
p
.
1
.
:
s
o
p
i
e
s

 sociales "

參
照
}。
即
ち
ブ
ラ
ト
ン
並
に十：！

代
の
立
法
衮
に
依
つ
て
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
た
る
婦

人
は
*
.茲
に
T1
T
め
て
其S

然
の
格
と
品
位
と
を
藓
囘
し
て
居
る
。

ト
オ
マ
ス
•
モ
オ
ア
の
經
濟
思
想
は
精
極
的
と
謂
ふ
よ
り
も
寧
ろ
消
極
的
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
此
否
定
其
れC

體
は
そ
の
否
宛
の 

於
i
Te
る
一
個
の
.原
理
を
想
定
し
て
は
屉
な
い
で
あ
ら
ぅ
か
。
モ
オ
ア
の
夢
想
的
逃
避
は
、
同
時
に
、
當
時
に
於
け
る
社
會
の
現
實
的 

批
判
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
批
判
のE2

發
點
と
な
る
も
の
が
正
義
仁
愛
で
あ
り
、
而
し
て
、
こ
の
正
義
仁
愛
の
命
令
は
公
和 

の
そ
れ
と
精
確
に
一
致
す
る
。
斯
く
し
て
、
彼
れ
は
、
平
等
と
一
般
的
利
川
と
に
恶
く
主
想
に
よ
つ
て
、
特
權
と
獨
rL
7
と
を
棑
雜
し
、
 

叉
'、
王
侯
の
齊
侈
と
食
欲
と
を
非
雛
し
た
。「

マ
キ
ア
ヴ
ュ
リ
に
於
て
は
、政
治
は
心
臟
な
き
一
個
の
理
智
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
モ
オ
ア
は

こ
れ
に
一
つ
の
駿
魂
を
與
へ
た
の
で
あ
る」

0

こ
.の
兩
極
に
立
つ
ニ
费
作
#
に
於
て
も
、
菩
人
は
猶
ほ
共
通
の
特
質
を
認
め
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
其
は
即
ち-

L
a
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ŵ
r
s
K
A
A
?
ŝ
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三

六

四

(

一
八
七
0〕 

で
あ
る
。
被
れ
等
は
_

一
 

阈
家
を
、
I

す
る
。そ
の
爲
め
に
個
人
の
遣
權
は
f

犠
牲
に
供
せ
ら
れ
る
？

あ
る
。
マ
キ
て
ゥH

リ
は
、
 

刷

政

をa
n
t
s
a
t
i
o
n
a
l
e

と
し
て
棑
除
し
、
モ
オ
ア
は
此
をa

n
t
i
-
h
i
a
i
n

の
と
し
て
拒
否
す
る
。
謂
は
ば
、

lu
f
は
、
純
粹
國
家
の 

政
治
を
、
骅
ら
實
驗
的
な
る
象
相
の
も
と
に
表
明
し
、
後
者
は
、
此
を
现
想
的
架
空
の
態
檨
に
於
て
描
出
し
て
^
る
。

然
る
に
、
宗
敎
_
爭
が
斯
る
混
亂
時
代
の
特
質
を
柳
成
す
る
に
及
ん
で
-
政
治
理
論
は
再
び
宗
教
の
中
に
混
入
し
た
。
即
ち
政
治
は 

與
のi

l

策

姦

§
?!

と

裏

敎Q

中

运

め

たQ

で
あ
る
。
共
は
、
或
は
•鬆
改
革
士
呼
ば
れ
、
或
は
神
聖
同
盟
と
稱
さ
れ
て
思
る
。

ル
ゥ
テ
ル
は
革
命
的
天
才
で
あ
っ
て
組
織
者
で
は
な

い

o 

.彼
れ
の
社
會
學
說
は
、
原
理
に
非
ず
し
て
、
事
情
に
迤
く
政
笕
に
.す
ぎ
ぬc 

A
し

.そ
の
^
め
に
彼
れ
の
政
^

W

®念
の
一
般
的
僻
向
を
示
す
こ
と
が
出
來
ぬ
と
謂
ふ
の
で
は
な
い
。
彼
れ
は
带
王
に
反
對
し
て 

貴
族
政
治
を
樹
て
ゝ
焐
る
。
何
故
な
れ
ば
-
彼
れ
の
神
學
の
茈
礎
と
な
る
も
の
，は
聚
寵
で
あ
っ
て
、北
ハ
は
、唯
一
人
に
も
萬
人
に
も
與
へ 

ら
れ
ず
、
只
數
人
に
賦
與
さ
れ
た
も
の
忘
ら
で
あ
る
。
こ
の
.救
謹
定
說
は
彼
れ§

宗
敎
論
の
出
發
點
と
な
れ
る
個
人
的
理
性
と
一 

致
し
な
い
。
_

_

は
斯
る
論
理
的
矛
思
解
決
に
對
す
る
最
初
の
要
求
で
あ
っ
た
。
即
ち
社
#
的
不
平
等H

關
す
る
ル
ゥ
テ
ル
の 

宗
敎
的
逃
避
は(

O

l

a 

i
i
c
c
s

參
服)

蜂
起
せ
る
農
扰
の
前
に
は
全
く
無
カ
で
あ
っ
た
と
謂
へ
る
。

斯
く
し
て
、
第
十
五
世
紀
に
於
て
は
、
政
治
的
理
念
及
び
經
濟
的
改
皮
の
繫
中
、
_

敎
主
鞔
と
の
關
聯
に
於
て
三
個
の
學
說
が 

#
在
す
る
。
第
一
の
學
說
は
-
現
世
に
於
け
る
一
切
の
行
爲
ょ
り
_

敎
を
游
離
す
る
。
即
ち
禁
欲
主
義
に
恶
く
宗
敎
的
逃
避
の
社
會

學
說
で
あ
る
。
第
二
の
學
說
は
、
社
會
共
れ
肖
il
l
、
そ
の
法
則
並
に
そ
の
紐
織
の
中
に
、
福
音
書
の
要
求
す
る
ロ
出
平
等
の
原
理
を
實 

現
せ
ん
と
す
る
も
の
で
.あ
る
。
而
し
て
、
第
三
の
學
說
は
極
端
な
る
宗
敎
心
に
弗
く
社
會
の
克
服
で
あ
る
。
即
ち
所
苻
の
放
棄
を
要
求

す
る
宗
敎
的
敎
義
に
迤
い
て
、
絕
對
的
平
等
の
實
現
を
期
す
る
社
會
學
說
で
あ
る
。 

: 

前
述
の
如
く
、
宗
敎
改
革
の
社
會
學
說
は
こ
の
第
ー
範
疇
に
屬
す
る
。
而
し
て
、
其
が
ル
ウ
テ
ル
の
特
殊
的
地
位
の
結
见
と
し
て
貴 

族
生
義
に
陷
つ
た
こ
と
は
異
論
が
な
い
。
然
る
に
、
此
は
、
農
段
戰
ー
_
を
契
機
と
し
て
、S

然
權
並
に
社
#
的
平
等
に
關
す
る
福
茜
書 

中
の
簇
言
を
要
求
し
た
。
即
ち
宗
敎
改
革
に
於
る
社
會
思
想
は
、
當
時
の
社
會
的
條
件
と
相
俟
っ
て
、
ミ
ユ
ン
ツ
エ
ル
等
の
原
始
悲
督 

敎
的
共
產
主
義
に
發
展
す
べ
き
必
然
性
を
具
有
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
.こ
れ
と
異
れ
る
方
向
を
採
る
も
の
に
カ
ル
ヴ
ィ
ン
が
あ
る
。
無
論
、
彼
れ
の
民
主
主
義
は
こ
の
言
葉
の
も
つ
近
代
的
意
義 

に
解
せ
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
謂
は
ス

其
の
意
味
は
罪
業
の
平
等
で
あ
つ
で
、
贖
罪
の
そ
れ
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
彼
れ
は
猶
ほ
神 

.意
に
ょ
る
社
#
的
不
平
等
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

；
EFI
1
の
觀
念
に
於
て
も
こ
れ
と
等
し
い
。
彼
れ
に
從
へ
ば
、
社
會
的
向
山
と
福
音
書 

の
自
山
と
は
全
く
區
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
精
神
的
囱
r:
i
iは
神
へ
の
奉
仕
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
に 

於
て
は
、
社
會
的
現
實
性
は
宗
.敎
の
埒
外
に
在
る
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
、
國
家
は
宗
敎
的
使
命
の
も
と
に
本
來
の
職
能
を
遂
行
せ 

ね
ば
な
ら
ぬ
。
謂
は
Vi
'
福
音
書
に
栽
く
社
#
的
秩
序
の
糨
成
が
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
企
圖
で
あ
っ
た
。

新
敎
に
於
け

る
，：：！

由
の
现
念
は
、
斯
く
の
如
く
杣
象
的
意
義
の
も
の
で
あ
っ
た
に
枸
ら
ず
、
其
は
初
期
资
本
主
義
の
發
展
に
强
カ
な 

る
武
器
を
提
供
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、

S

述
制
度
の
崩
壊
を
氣
運
と
し
て
、
自

F t
l

の
原
理
と
神
學
的
敎
義
と
の
.融
合
が
勃
興
资
木
主
義 

の
嚮
導
觀
念
と
な
つ
た
の

.

で
あ
る
。

常
時
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
は
、
宗
敎
改
革
の
影
響
の
も
と
に
、
思
辨
的
政
治
理
論
が
發
展
し
て
屈
る
。
例
へ
ば
、
ミ
シ
エ
ル
•
ド
ゥ
• 

Jean Bodin 
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一

八
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3
.ビ
ク
ル
の
赞
學
的
精
刺
生
義
.が
典
れ
で
あ
る
。
彼
れ
は
、
法
の
單
一
性
と
理
性
の
齊
遍
性
と
を
信
ず
る
と
同
時
に
、
政
治
的
秧
摩
て 

於
け
る
偷
理
^
修
4
-を
强
1調
し
た
。
各
1
=
?
物
は
與
れ
自
身
の
法
則
を
有
す
る
。

一
切
の
苦
條
は
斯
る
法
則
の
破
壞
ょ
り
坐
ず
る
の
で
あ 

る
。
讯
義
と
彼
れ
の
解
す
る
宗
敎
と
は
、
他
の
一
切
の
も
の
が
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
ニ
個
の
社
#
法
則
で
あ
る
。
ブ
ラ
ト
ン
の
政
ム
⑴學 

に
從
へ
ば
、
國
家
に
犛
と
調
和
と
を
澍
ら
す
爲
め
に
は
、
菩
々
南
身
が
先
*つ
斯
る
狀
態
に
服
し
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
ロ
ビ 

タ

ル

は

私

的

倫

理

と

公

•と
謂4
が
如
竺
一
個Q

偷
现
を
認
め
ぬ
。
彼
れ
に
從
へ
ば
、
公
的
儉g

は
私
的
偷
理
の
適
W
及
び
齊
遍 

化
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
を
以
て
、
私
は
第
十
六
世
紀
社
會
思
想
の
本
質
的
特
微
を
簡
堪
に
說
明
し
得
た
と
思
ふ
。
ジ
ャ
ン
•
ボ
ダ
ンQ

「

共
和
國
六
篇」

を 

理
解
せ
ん
と
す
る
も
の
は
、
少
く
と
も
、
斯
る
當
時
の
思
想
的
背
景
の
正
し
き
認
識
を
準
備
し
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬo

三

ボ

グ

ン

の

主

要

蒂

作

と

し

て

最

初

に

擧

ぐ

べ

き

も

の

ば

「

歷

史

認

識

論
」

M
e
t
h
o
d
u
s

 

a
d

 

f
a
c
i
l
e
m

 

h
i
s
t
o
r
i
a
r
u
m

 

c
o
g
n
i
t
i
o
n
e
m
,

 

1
5
s

.

で

あ

ら

ぅ

。

こ

の

書

は

、

.笫
十

六

世

紀

に

於

け

る

歷

史

铒

學

並

に

.法

律

钟

學

の

起

源

を

な

す

も

の

で

あ

る

o 

彼

れ

は

歷

史

を

分

つ

て

^
然

史

、

聚

炎

、

人

問

史

と

す

る

(
c
h
.

 

I, 

Q
u
i
d

 

h
i
s
o
r
i
a

 

sit 

et 

q
u
o
t
u
p
l
e
x
)
。

こ

^

^
の

木

親

勺

？？：

3

 ̂

は

、

前

二

者

が

不

變

な

る

に

枸

ら

ず

、

人

|1
|
]史
は

絕

ぇ

ず

變

化

す

る

に

在

る

。

無

論

兹

に

問

題

と

す

る

の

は

、

全

然

同

|

肜

式

,c
於

て

線
り
返
へ
さ
れ
る
こ
と
な
き
文
化
史
で
あ
るo

彼
れ
に
從
へ
ば
、
歷
史
的
輿
象
..

Q
.

無
限
相
異
性
の
中
に
於
て
指
針
と
な
る
べ
き
定
點
が 

あ
る
。
人
種
の
相
異
と
氣
候
の
影
響
は
共
れ
で
■あ
るo

こ
の
氣
候
論
が
.、「

共
和
國
六
篇」

.に
於
て
主
要
な
る
役
割
を
演

f
る
と
共
に
、

'

又
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ゥ
の「

法
の
精
神」

に
於
て
最
も
强
調
せ
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
は
旣
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ゥ 

.に
冷
け
る
が
如
く
、
歷
史
の
有
用
性
を
以
て
政
治
に
役
立
つ
に
あ
る
と
考
へ
た
。「

歷
史
家
の
課
題
は
政
治
的
琪
象
の
硏
究
迆
に
人
問
的 

革
命
の
^
明
に
花
る」

(

o
h
. V

I
.

d
e statu 

r
e
r
u
m
p
u
b
l
i
c
a
r
u
m
)
。

即
ち
彼
れ
は
國
家
の
坐
成
、
繼
續
及
び
滅
亡
を
考
察
す
る
と
こ 

ろ
の
方
法
を
要
求
す
る
。
斯
る
主
題
の
歷
史
的
硏
究
法
は
ギ
リ
シ
ャ
锊
擧
客
及
び
マ
キ
ア
ヴ
ス
リ
、
モ
オ
ア
等
に
於
て
は
、
無
論
不
売
全
'

で
あ
つ
た
。
此
は
ボ
ダ
ン
を
經
、
モ
ン
テ
ス
キ
广
ソ
に
至
つ
て
党
成
さ
れ
た
も
の
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
政
治
的
荞
作
盏
と
し
て
の
ボ 

グ
ン
は
、
こ
の
.硏
究
法
に
依
て
、
當
時
に
於
て
は
羿
主
政
體
の
最
提
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
、
彼
れ
が
ブ
ラ
ト
ン
の
假
宛
I

 

.

國
家2

：

的
と
し
て
の
絕
對
的
單一

の
假
定——

を
批
判
し
、
ア
リ
ス
，ト
テ
レ
ス
に
接
近
す
る
所
以
で
あ
る
。

歷
史
に
關
す

る十：！

典
的
理
念
は
人
類
酸
落
の
臆
說
で
あ
る
。
此
は
則
ち
黄
金
時
代
ょ
り
黑
鐵
時
代
へ
の
繼
續
的
制
廢
を
意
味
す
る
も 

.の
で
あ
つ
て
、
爾
後
、
ル
ソ
オ
に
ょ
b
最
も
大
膽
に
論
ぜ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
ボ
ダ
ン
は
明
瞭
に
斯
る
凋
落
を
希
史
す
る
。
彼 

.れ
は
謂
ふ
I

「

斯
る
臆
說
は
排
擊
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
、
人
間
的
翦
象
及
び
總
體
的
自
然
の
琢
命
は
常
に
同
ー
で
あ
つ 

て
、
謂
は
ば
、
太
陽
の
下
に
新
し
き
も
の
は
無
い
か
ら
で
あ
る
。
蒞
し
、
所
謂
黄
金
時
代
.を
現
代
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
其
の
時
代
こ 

そ
反
つ
て
眞
.の
黑
鐵
時
代
と
稱
さ
る
べ
き
も
の
、
如
く
で
あ
る
J

O
ボ
ダ
ン
は
人
類
の
物
質
的
進
歩
を
確
信
し
た
。
謂
は
ば
、
パ
ス
力 

ル
の
科
學
論
の
如
き
は
、
ボ
ダ
ン
の
歷
史
将
學
と
全
然
：

i

を
一
に
す
る
も
の
で
あ
るo

精
神
的
進
歩
は
無
論
こ
れ
と
同
一
で
は
な
い
。

一
 

善
•惡
、
知
•不
知
は
各
時
代
に
略
々
等
し
く
配
分
さ
れ
て
居
つ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
こ
の
點
に
關
し
ゝ
永
遠
の
法
則
が
人
間
の

.

. 

范
命
を
し
て
謂
は
ば
一
個
の§

c
l
e

を
權
成
せ
し
め
る(

v
a
l
m

 in 

o
r
b
e
m

 

redire v
i
d
e
n
t
u
r
)

と
彼
れ
は
考
へ
た
。
斯
る
社
會
的
發

Jean 

B
o
d
B*
ド-其
吃
代 

コ

ー

六

七(

一
八
七
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へ
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、
.. 

へ.
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i



Jean 

I

n
ミ
i

代 

三

六

八

2

展
と
i

性
の
よ
り
少
き
程
度
に
於
け
る
巡
歩
の
理
念
は
、
其
の
後
、
ヴ
ォ
ル
テ
エ
ル
、
フ
才
ン
ト
ネ
ル
、
t

ル
ゴ
才
、
コ
ン
ド
ル
セ 

H

に
依
り
特
殊
の
展
開
を
經
た
の
で
あ
る
。

•「

歷
史
認
識
論」

に
次
い
で
檢
討
す
べ
き
ボ
ダ
ン
の
蒂
作
は「

マ
ル
ト
ロ
ア
の
逆
理
に
對
す
る
囘
答」

(
L
a

 

Response 

a
u
x 

para­

doxes 

de 

M
.

 

de 

Malestroit, 

touchant le 

fait 

des 

monnaies 

et 

r
e
n
c
h
s
s
s
e
m
e
n
t

 

de 

t
l
s

 

choses. 

1
5
7
00

.
_(

こ
の
1

は
ニ
論
文
よ
り
成
り
、第
一
は
一
五
六
八
牢 

La 
R
e
l
e

 

,

I

f

s
 

de M. 

de 

M
l
r
d
t

 

1

0

1 

r
e
l
r
i
s
s
l
n
t

 de t
o
t

 C
I
S

 

ct des m
o
n
m

 

な
る
議
の 

f
 に
、第
二
は
一
五
七

八
^

に l
o
u
r
s

 sur le 

r

f 

s
s
e
l

 et la 

f

i

n
 

des 

mongies,

1

 

r

f 

se 

a
u
x
l
d
l
d
u

 

I
 de 

I

I

な
る
題
下
に
f

別
個
に
上
梓
さ
れ
た〕

—

で
あ
る
。
菩
人
は
こ
の
書
の
中
に
、
經
濟
學
の
本 

質
的
理
念
、例
へ
ば
、自
然
法
的
意
義
に
於
け
る
經
濟
法
則
の
存
在
を
認
識
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
マ
ル
ト
ニ
ノ
は
一
五
六
六
平
國
F
ビ 

\
识̂
の
ず
象
に
就
い
て
&

1

£を
公
表
し
た
0
彼
れ
に
從
へ
ば
、「
三
百
年
間
フ
ラ
ン
ス
に
於
て
は
何
等
の
物
愤
騰
貴
も
迢
つ
て
7
-ら
ぬ
。 

一
般
に
行
は
れ
る
霧
は
貨
幣Q

減
®
よ
り
生
ず
る
も
の
.で
あ
る
。
財
貨
は
常
に
_

し
く
は
S

一
 

轰

置

本

衡

す

る

。
而
し
て 

實
は有

：：：：：

物

の

數

靈

、び
生
擧
段
よ
り
成
る
も
の
に
非
ず
し
て
、
通
貨
貴
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
從
つ
て
、
此
れ
等
の
金
歸
は
吻
汉 

騰
貴
浩
し
く
は
下
落
に
黯
す
る
眞
實
F
:確
な
る
刺
斷
蹇
る
も
の
で
あ
る」

。

ボ
ダ
ン
は
斯
か
る
見
解
を
排
除
し
た
る
後
、
物

篇

货

の
現
實
w
容

'を
三
你
の
胥
に
依
り
說
明
し
た
。0：

く

-「

主
要
な
る
且
つ
殆
ど
唯
一
の
原
因
は
金
及
び
銀
の
夥
多
で
あ
る
。
而

し
て
物
憤
騰
貴
の
第
二
の
機
會
は
一
部
分
獨
占
よ
り
來
る
。
最
後
に
第
三
の
原
因
は
必
要
品
の
缺
乏
で
あ
る」

o

こ
れ
等
は
經
濟
學
卜
* 

に
灰
け
る
が
評
供
給
の
||
少
で
あ
つ
て
、

Z‘
の
■
實
あ
り
と
す
九
ば
、
無
論
物
價
騰
貴
が
，起
つ
て
お
ち
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ボ
ダ
ン
は
、
と

の
部
實
を
例
證
す
る
爲
め
に
、
經
濟
史
的
諶
實
を
擧
げ
、
又
商
業
及
び
產
業
の
發
達
が
金
銀
を
國
内
に
1
ら
し
、從
つ
て
必
然
的
に
通
货 

の
彭
喂
を
來
し
た
と
說
い
て
悟
る
。
.而
し
て
金
銀
の
夥
多
よ
り
张
ず
る
騰
貴
は
自
然
的
现
象
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
對
し
徙
ら
に
人
爲
的 

方
策
を
弄
す
べ
き
で
な
い
。
併
し
こ
の
現
象
が
働
占
の
事
實
よ
り
生
ず
る
場
合
に
は
、
彼
れ
は
明
ら
か
に
こ
れ
を
非
雞
す
る
。
即
ち
彼 

れ
は
近
代
的
意
義
に
於
け
る
商
|.
[
1主
義
經
濟
擧
の
理
念
を
明
瞭
に
把
握
し
て
居
つ
た
。
彼
れ
に
從
へ
ば
、
商
山
な
る
經
濟
行
爲
は
A
然 

的
秧
字
な
る
調
和
の
法
則
に
從
つ
て
各
人
に
利
益
を
澈
ら
す
で
あ
ら
ぅ
と
謂
ふ
。
こ
の
意
味
よ
り
し
て
、
ボ
ダ
ン
は
明
ら
か
に
自
山
主
.

義
經
濟
學
の
一
先
驅
盏
で
あ
り
、
北
ハ
の
理
論
は
搬
大
し
行
く
第
三
階
級
の
嚮
導
觀
念
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

-
^
.
ク̂
^

ぉ
に
^

ハ
て
擧
ぐ
べ
き
も
の
に
、

：La

 

d
l
m
o
n
o
m
a
n
i
e
,

s
i
t
. 

1
5
7

00
.

r
p日
^

浮
^
^
2
 
日 

n
a
t
u
r
a
e,

か dit. 

1
5
9
o
.

Heptaplomeres, 

sive 

colloquium 

de 

s
u
b
l
i
m
i
u
m

 

r
e
n

 

abditis.

が
あ
る
。
併
し
此
れ
等
の
蓉
作
は
蓝
接
社
會
思
想
と
の
關
係 

.
 

が
なS

.

の
で
、
私
は
直
ち
に
彼
れ
の
大
作「

共
和
國
六
篇」

.
の
分
析
に
進
ま
ぅ
と
思
ふ
。

/■
•

.

四
ジ
ャ
ン•

ボ
ダ
ン
は「

共
和
國
六
篇」

執
筆
の
目
的
を
肖
ら
.其
の
序
文
の
中
に
述
.ベ
て
居
る
。
實
踐
的
見
地
に
於
て
は
、
彼
れ
は
市

} 

民

馨

猛

つ

S

し

く

馨

2
れ
た
I

力Q

騷

备

I

ん
と
し
、
_

的
逯
に
於
て
は
、
i

機
S

霞

と

共

の

證

1
\

の
決
定
に
努
め
た
。
總
括
的
に
謂
へ
ば
、
彼
れ
の
意
圖
は
政
治
學
に
於
け
る
對
象
の
體
系
と
共
れ
を
支
配
す
る
法
則
と
を
以
て
、
政

治

 

I 

學
全
體
を
包
括
す
る
が
如
き
硏
究
を
發
表
す
る
こ
と
に
在
つ
た
。
斯
る
回
的
の
追
求
に
於
て
、
彼
れ
が
如
何
な
る
方
法
を
採
つ
た
か
は

•後
述
す
る
と
こ
ろ
に
よ
.つ
て
明
^
と
な
ら
ぅ
。

づ
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時
代 

l
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o 

(

ー
八
七
六〕 

ボ
ダ
ン
は「
國
家」

と

「

共
和
國」

と
を
略
ミ
同
義
語
に
解
し
て
居
る
。
無
論
此
の
肌
也
調
の
相
異
は
あ
る
。
即
ち
彼
れ
に
於
て
、
 

國
家
は
遊
本
的
法
則
を
仍
ふ
主
權
を
意
味
し
、
共
和
國
な
る
名
：辭
は
、
稍a/

こ
れ
ょ
り
も
廣
く
、
直
接
、
社
#(res 

p
u
b
l
l
c
a)

の
现
念 

に
解
さ
る
べ
き
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
此
は
、，： z

然
法
則
に
從
ひ
、
主
權
に
依
て
統
制
さ
れ
た
る
法
#

國
家
を
意
味
す
る(

^
ぽ
&
デ 

q
u
e
l
L
i
v
.

 

I, 

p
 

-0
O

最
も
ょ
く
統
制
さ
れ
た
る
國
家
の
唯
一
且
つ
主
要
な
る2

1

的
は
、
觀
念
論
渚
に
從
へ
ば
、
幸
福
で
あ
つ
た
。 

併
し
乍
ら
ボ
ダ
ン
に
於
け
る
社
#,
の

證

は

、
プ
ラ
ト
ン
及
び
モ
ォ
ァ
の
想
像
し
た
る
が
如
き
非
现
實
的
现
念
で
は
な
い
。
無
論
彼
れ 

の
讓
现
論
は
觀
念
論
•的
■

备
す
る
け
れ
ど
も
、
其
は
社
#

的
現
實
性
を
_

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
ボ
ダ
ン
の「

共
和
國」 

は
、
现
念
と
都
象
、
合
理
的
方
法
と
實
證
的
方
法
と
の
統
合
に
對
す
る
最
初
.の
努
力
で
あ
つ
た
。

ボ
ダ
ン
に
於
け
る
國
家
の
邀
礎
は
正
義
で
あ
る
。
兆
は
個
人
及
び
國
家
の
本
質
並
に
！

E

的
の
同
一
性
を
意
味
す
るo

勿
論
現
實
の
國 

家
は
斯
く
の
如
き
統
制
を
持
つ
て
焐
ら
ぬ
。
併
し
斯
る
理
想
へ
の
止
揚
を
經
て
共
は
売
全
な
.る
統
制
社
#

へ
發
展
す
る
も
の
で
あ
る
。 

阈
家
の
規
範並

に
：！：

的
と
し
て
の
正
莪
.
社
會
の
P1
的
と
し
て
の
物
質
財
及
び
精
神
財
の
追
求
、
斯
く
の
如
き
も
の
が
、
要
す
る
に
、
 

ボ
ダ
ン
の
服
に
映
じ
た
る
政
治
の
理
想
で
あ
っ
た
。
彼
れ
は
最
後
迄
斯
る
出
發
點
に
於
け
る
本
質
的
理
念
に
忠
實
で
あ
つ
た
と
lil
j
'
iへ
 

る
。

的

斯
る
阈
家
觀
の
悲
礎
と
な
る
も
の
に
彼
れ
の
家
族
論
が
ぁ
る
。
彼
れ
は
、
家
族
を
以
て
、社
#
の
原
始
的
耍
素
で
ぁ
り
、1:
1

つ
必
然 

茁
象
と
考
へ
る
o
r-
l
く
—

「

家
族
は
一
切
社
會
の
3
典
の
本
源
で
ぁ
り
、
北
ハ
の
主
耍
な
る一部
鬥
で
ぁ
る
ハ
ロ
く. I, 

ch. 

2
0
0

北
ハ
は 

一
M 

o
f
t然
的
社
會
で
あ
つ
て
、
此
极
轮
よ
り
各
枝
葉
が
派
生
す
る

」
(
L
i
v
.

 

I
I
I、

Ch. 
7
0
0彼
れ
に
從
へ
ば
、

國

家

と

家

族

と

の

相

異

は

眾

に

贽

的
で

あ
る

。
即

ち
家
族
は
主
長
の
從
1

下
に
於
け
る
法
的
支
配
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
ハ
ロ
<
. I, 

C
h
.

 

II. 
I3
u

 

m
&
n
a
g
c
,

 .et 

la 

di'.f

nvr
e
n
c
e

 

e
n
t
r
e

 

Ja 

R
g
p
u
b
l
i
q
u
e

 

et 

la 

f
a
m
i
n
e
.
〕
。

無

論

、
陴
家
と
家
族
と
を 
<王
然
IH
1

1

の
社
#

形
態
と
^

做
す
こ
と
は
許
さ
れ 

ぬ
。
國

家

に

於

て

は

、
主

柳

の

外
に
社
#

的

及

、び
公
共
的
な
る
も
の
^
运I

q
u
e

 

c
h
o
s
e

 

d
e

 

c
o
m
m
u
n

 

et 

d
e

 

p
u
b
l
i
c

丨

G
e
m
e
i
n
s
c
h
a
f
t
-

liches 

I

:o:
f
f
l
c
h
e
s
)

が
必
要
で
あ
る
o
併
し
-
公
共
的
利
•軒
關
係
が
家
族
の
そ
れ
と
對
立
す
る
場
合
に
は
、
先
づ
後
考
が
遝 

ば
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
る
家
族
論
は
"
常
然
、
ブ
ラ
ト
ン
的
社
會
理
念
即
ち
特
姝
家
族
な
き
现
想
的
_
家
論
に
對
す
る
爭
論
と
結
び
っ 

く
。
即
ち
彼
れ
は
こ
、
に
於
て
：
-1
|
]
-
び
、
ブ
ラ
ト
ン
の
共
鹿
主
殺
を
離
れ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
接
近
す
る
の
で
あ
る
。
家
族
の
中
に
な 

き
不
逍
德
に
對
す
る
逍
德
の
反
動
、
政
治
的
不
逍
德
及
び
マ
キ
ア
ヴ
-リ
に
對
す
る
社
#
的
倫
理
の
反
動
並
に
一
切
の
無
秩
序
に
對
す
る 

生
權
の
原
现
の
反
動
、
こ
れ
が
ボ
ダ
ン
の
现
論
に
於
け
る
三
個
の
實
踐
的
象
相
で
あ
る
。
謂
は
ば
、
常
時
の
思
想
家
口
ン
サ
ア
ル
、
モ 

ン
テH

一一
 

ュ
等
が
十
1.
-
1代
の
詩
的
种
學
的
精
華
を
蒐
む
る
に
カ
め
た
と
き
、
彼
れ
は
こ
の
十
ロ
代
思
.想
の
中
に
實
踐
の
社
#
的
原
现
を
求
め 

た
。家

族
論
に
次
い
で
述
ぶ
べ
き
も
の
は
奴
隸
論
で
あ
ら
ぅ
。
常
時
の
思
想
家
と
し
て
は
、
彼
れ
は
こ
の
問
題
に
就
き
極
め
て
進
步
的
兑 

解
を
荷
し
て
屈
つ
た
。
ア
1
ス
ト
テ
レ
ス
に
從
へ
ば
、
奴
隸
は
家
族
に
於
け
る
筑
要
な
る
ー
耍
素
で
あ
る
。
然
る
に
ボ
ダ
ン
は
最
も
明 

瞭
に
こ
れ
を
拒
否
す
る
。
即
ち
、
彼
れ
に
從
へ
ば
、
奴
隸
制
度
は
不
正
で
あ
り
、
且
つ
無
州
で
あ
る
。
苦
人
は
旣
に
、
こ
の
制
度
に
對 

す
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ゥ
的
批
刺
を
、彼
れ
の
斯
る
否
免
論
中
に
見
出
す
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
0
彼
れ
は
奴
謙
發
[̂
の
抵
|̂
衣
|&
2
' 

し
た
る
後
、
第
一
の
問
題
に
對
す
る
否
宛
の
原
因
を
、
平
等
及
び
人
道
主
義
の
永
久
的
原S

T

換
言
す
れ
ば
偷
理
的
现
蚀
に
求
め
た
。
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e
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r
る
^

®
性
の
戡
礎
と
な
る
も
の
は
、
自
然
法
的
槪
念
で
あ
る
と
共
に
、
前
述
せ
る
が
如
き
第
十
六
世
紀
社
#*
思
想
の
特
徵
た
る
栽
督 

敎
生
義
が
自
^
迪
忉
^
觀

念

で

あ

る

タ

奴

亂

沏

度

正

し

か

レ

ず

と

す

れ

ば

、
.
第
一
一
の
問
題
は
直
，に
解
決
さ
れ
る

o

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は 

社
#
的
f

性
の
見
®
よ
り
奴
隸
制
度
を
認
め
た
。
併
し
.ボ
ダ
ン
の
時
代
に
は
前
述
せ
る
が
如
き
經
濟
史
的
變
化

が

行

は
れ
て
I

。

祉
#

的
發
M

は
努
働
の
自
⑴
を
齋
ら
し
、
奴
隸
を
し
て
勞
働
容
の
地
位
に
代
ら
せ
し
め
た
。
.即

ち

奴

隸

制

度

を

容

る

.べ
き
社
會
的
機
購 

は
^

に
破
壊
さ
れ
て
居
つ
た
の
で
あ
るO

•

駿
象
の
オ
質
家
^
31
L
に
奴
？f

rに
續
い
て
、
彼
れ
は
國
家
の
麗
に
進
む
。
生
權
論
は
則
ち
其
れ
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
に
給
へ
ザ
、
 

、1

の一

特
質
は
其
不
朽
永
續
性
に
1

0
故
に
絕
對
的
植
力
は
直
に
I

で
は
な
い
。
藍
し
其
は
必
ず
し
も
永
續
的
な
も
の
で
な
い 

か
ら
で
I

。
今

最

も

霖

I

權
カ
と
し
て
麗

Q

f
 

f
う
。
其

黛
し
て
i

i

a
得
る
S

t

か
。
ボ
ダ
ン
は
と
れ 

を
靈
す
る
。
彼
れ
は
、
羅
跫
よ
り
引
用
さ
れ
た
る
多
く
の
事
實
に
依
つ
て
、
獨
裁
が
單
に
戰
雪
し
.く

は

讓

肇

の
爲
め
の
使 

.命
を
布
す
る
に
す
ぎ
ざ
り
し
こ
と
を
立
證
す
る
o

.

彼
れ
に
於
て
は
、
貴
族
的
主
權
、
民
衆
的
主
權
、
蜜
的
主
榴
と
謂
ふ
が
如
き
主
權
の
5

な
る
議
が
I

。
孰
れ
が
最
も
合
埋 

的
で
あ
る
力
。
こ
の
場
合
、
あ
る
0
會
形
態
の
中
に
、
.主
權
の
確
定
的
條
件
> 

永
久
的
特
質
を
決
定
す
る
と
と
が
問
題
と
な
る
。
然
し 

主
1

か
永
續
的
で
あ
り
讓
渡
さ
れ
得
ざ
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
其
は
先
驗
的
存
在
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
0
此
は
明
ら
か
に
神
_1?
で
あ 

:

■り
、
.ボ
ダ
ン
の
認
め
ざ
る
神
權
說
で
あ
る
。
斯
る
神
權
說
は
明
ら
か
に
ボ
ダ
ン
の
自
然
被
に
從
ふ
主
權
說
と
背
馳
す
る
。
彼
れ
.が

主

權

. 

.
の
永
績
性
を
主
張
し
乍
ら
、.
其
の
繼
承
性
を
認
め
て
焐
る
事
實
は
彼
れ
自
身
の
明
灼
な
る
矛
盾
で
あ
る
。
戈
、
主
I

に
約
す
る
資
住
の

問
題
は
稍
ミ
注
目
に
値
す
る
。
宗
敎
と
個
人
的
財
產
權
は
主
權
に
課
せ
ら
れ
た
る
一
一
個
の
制
限
で
あ
る
。
'P
ち
常
時
の
宗
敎
連
動
は
彼 

れ
に
於
て
最
も
密
接
に
私
有
財
産
權
と
結
び
つ
い
た
。
斯
く
の
如
く
制
限
せ
ら
れ
た
る
生
權
論
は
、
旣
に
權
力
論
の
爲
め
の
極
端
な
る 

抗
_
形
式
で
は
な
く
て
、
:}
■]
:ハ

は
彼
れ
の
思
想
體
系
の
戡
礎
た
る
こ
と
か
ら
旣
.
.に
遠
く
離
れ
た
も
の
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
前
述
の
如 

く
、
彼
れ
は
生
權
を
定
蕺
す
る
こ
と
に
よ
り
、
並
に
倫
理
的
法
則
、
自
然
法
の
理
念
を
其
上
位
に
砬
く
こ
と
.に
よ
つ
て
、

主
權
に
、水
續 

的
理
念
を
附
與
し
て
思
る
。
被
れ
の
誤
謬
は
斯
る
當
時
の
思
想
的
背
景
に
よ
る
影
響
と
彼
れ
自
身
の
持
つ
特
姝
现
論
と
の
矛
质
と
觅
る 

.べ
き
で
あ
ら
う
。

、

：

生
檄
の
地
位
は
直
に
國
家
の
形
態
を
汍
定
す
る
。
即
ち
蓝
し
主
權
が
唯
一
の
王
候
に
存
す
る
場
合
.に
は
典
は
对
主
政
體
で
あ
り
、
國 

全
體
に
#

す
る
場
合
に
は
、
拔
虫
政
體
と
な
る
。
又
、
其
が
數
個
人
の
手
中
に
^

る
時
は
、
貴
族
國
家
の
形
態
を
採
る
も
の
と
謂
へ 

る
。.
勿
論
、
此
の
場
合
、
國
家
形
態
と
政
治
形
態
と
は
區
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
、
國
圾
が
翁
生
を
宛
む
る
場
合
に
は
、
政
治 

、形
態
は
対
主
.制
と
な
る
け
れ
ど
も
、
國
家
形
態
は
依
然
と
し
て
民
生
制
で
あ
る
0
然
ら
ば
純
然
た
る
財
、pH
制
と
は
何
か
。
彼
れ
は
斯
う 

宛
義
す
る
-

—
「

辟
下
は
君
主
の
法
に
從
ひ
、君
主
は
囱
然
の
法
に
從
つ
て
各
人
の
自
然
的
自
山
と
財
產
權
と
を
尊
11
1
す
る
が
如
き
國
家 

'が
即
ち
、
合
现
的
な
る
君
主
制
で
あ
る」

と
。
最
劣
.惡
の
財
主
制
は
填
制
栽
主
制
で
あ
る
。
蓋
し
其
は
囱
然
の
法
則
を
蹂
躏
し
、

一
般 

人
の
自
⑴
を
藓
つ
て
之
を
奴
隸
と
化
す
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
、
ボ
ダ
ン
が
、

一
切
の
现
論
的
構
成
及
び
批
判
の
栽
礎
に
、

S

 

法
的
偷
.理
概
念
を
荷
す
る
¥
赞
は
當
時
.の
思
想
的
货
最
と
相
崔
つ
て
现
解
さ
る
べ
き
ー
個
の
祖
會
現
象
で
あ
ら
う
。
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八
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次
に
論
ず
べ
き
は
、
彼
れ
の
社
#
的
變
率
理
論
で
あ
る
o「

共
和
國
六
篇」

Q

第
四
变
び
こ
れ
に
續
く
數
章
は
多
く
こQ

g

題
に
當 

て
ら
れ
て
屈
る
。
彼
れ
は
*
こ
の
問
題
に
對
す
る
ブ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
マ
キ
ア
ヴ
ニ
リ
の
輝
；論

を

楚

す
る
と
共
に
、
次
啊

に
於
け
る
輩
Q

i
を
見
逃
I

か
つ
た
。
社

會

的

輩q

原
因
S

す
る
彼
れ
の
硏
究
は
、
m

f

s

,

擊
に
就
て
の
一
交 

的
现
念
と
特
殊
的
见
解
と
の
永
攒
的
統
合
で
あ
る
。

彼
れ
に
從
へ
ば
陸
"豕
の
變
坪
若
し
く
は
沒
落
は
必
ず
し
も
常
に
外
面
的g

實
に
歸
せ
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
等
沒
落
の
忙
質
勺

£5

这
を
^
各
す
る
必
SC
が
あ
る
。
然
ら
ば
先
つ
f
l叩
id
何
に
よ
つ
て
成
立
す
る
か
。
彼
は|

|

ふ

-「

生
權
が
ー
土
候
又
は
対
主
の
權

力
か
ら
：̂
衆
の
平
に
移
る
場
合
、
蓝
し
く
は
共
の
H
對
の
場
合
を
、
_

の
擊
と
謂
ふ
。
主
樅
の
移
動
起
ら
ざ
る
外
形
的
變
化
意
. 

l
i

萆
命
で
は
な
く
て
一
個
の
變
動
形
態
に
す
ぎ
ぬ
。
之
に
反
し
、假
令
外
形
的
事
實
に
變
化
起
ら
ず
と
す
る
も
、卯
が
生
權
に
觸
る
、
# 

合
に
は
降
^
の
變
邛
と
評
は
ね
ば
な
ら
ぬ」

。
B1
ち
彼
れ
は
生
權
の
轉
超
を
以
て
幕
命
の
本
質
的
史
義
と
し
て
思
る
。
然
ら
ば
本
命
は 

如
何
に
し
て
行
は
堂
か
。m

く
、—

「

一
切
の
輩
は
憲
的
で
t

、
必
然
的
で
貧
、
又
、

双
方
■

合
で
あ
る
。
而
し
て
必 

然
性
は
向
然
的
繁
で
實
、
X

.
憲

的

勞

の

概

_

あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
如
何
に
生
は
死
よ
り
も
勝
れ
た
.

O

と
は
通
へ
、

一

切

の

も

の

ひ

つ

、
I/
く
技
然
の
辩
れ
ヵ
斗
は
死
な
く
し
て
#

在
し
得
ず
と
の
命
題
を
知
ら
し
め
る
な
ら
ば
、歷
史
的
發
览
の
^
卩 

よ
り
擎
农
國
家
の
蒙
も
亦
必
然
と
謂
ひ
得
る
か
ら
で
あ
る
O
L 
.結
^

よ
り
謂
へ
ば
、斯
る
革
命
は
、幸
福
と
も
な
.り
、不
幸
と
I

る 

と
.戸

时

に
J
7L
4
r̂:
l
し
く
.は
不
，X:
全
に
行
は
れ
る
場
合
も
あ
る
。
又
國
家
形
態
を
變
ず
る
堪
命
の
發
生
に
於
て
も
.猶
ほ
多
少
の

相

異

が
 

あ
る
。
然
ら
は
、
斯
る
革
命
の
取
W

は
何
處
に
存
す
る
か
◊

彼
れ
は
北
ハ
の
本
锊
的
原
因
を
、平
等
に
對
す
る
颠
望
、f
t富
の
極
端
な
る
賴

摄
て
認
め
た
？
雞
說
史
的
に
考
證
す
れ
ば
、
こ
の
思
想
が
旣
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
^
す
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
は
謂
ふ
丨 

—
「

變
革
の
拟
闪
は
無
論
極
め
て
多
數
に
#

す
る
0
今
假
り
に
こ
れ
を
數
個
に
歸
す
る
な
ら
ば
、
共
は
即
ち
、
K -
衆
を
犊
独
に
し
た
る 

ニ 

• 

王
候
の
繁
榮
、
極
端
な
る
贫
常
の
軒
輊
、
社
#
的
地
位
の
不
平
等
な
る
分
割
等
で
あ
る」

。
彼
れ
は
斯
る
li
i
l_

を
兆
礎
と
し
て
國
家
變
革

€

過
程
を
歷
史
的
に
說
明
し
て
恥
る
。「

最
初
の
財
生
制
は
骚
カ
に
よ
つ
て
始
つ
た
。
併
し
贫
闲
大
衆
の
屮
に
支
配
#
の
地
位
を
欲
す
る 

: 

數
人
を
發
见
す
る
と
き
、
其
は
旣
に
货
族
制
に
變
ず
る
傾
[.
0
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
又
、
こ
れ
と
同
一
原
四
に
依
つ
て
、

対

、主
制
よ
り

段
ホ
制
へ
の
變
芾
も
亦
說
明
出
來
る
。
斯
る
變
革
の
正
常
船
因
は
一
支
配
盏
に
與
へ
ら
れ
た
過
大
な
る
權
ヵ
で
あ
る」

。
然
ら
ば
代
主
的 

北
ハ
和
制
よ
り
射
主
制
へ
の
變
革
は
如
何
に
し
て
起
り
得
る
か
。
ボ
ダ
ン
は
蓝
ち
に
答
へ
る

J―
「

國
家
を
||
'
.
]
題
と
す
る
場
合
に
は
、權
カ 

容
は
站
局
國
家
の
支
配
^
と
な
る
と
謂
ひ
得
る」

と

(

p
. 
P 

?
• 

.

5

0

0

即
ち
國
拉
全
體
の
中
に
權
カ
容
が
現
る
れ
ば
、
彼
れ
は 

砬
ち
に
國
家
支
配
^
と
な
る
の
で
あ
る
。「

應
*行
は
れ
る
芾
命
の
一
つ
は
靡
政
对
主
制
よ
o
段
主
制
へ
の
變
眾
で
あ
る
が
、
財
生
制
北
ハ 

れ
も
極
め
て
多
く
革
命
の
機

#
に
曝
さ
れ
て
焐
る
。
併
し
貴
族
制
は
革
命
の
機
#
を
持
つ
こ
と
割
合
に
少
か
つ
た
。
而
し
て
歷
史 

的
に
兑
れ
ば
、
貴
族
制
よ
り
拢
主
’制
へ
の
變
茁
は
殆
ど
常
に
暴
ヵ
を
以
て
行
は
れ
た
が
、
斯
る
反
對
の
變
異
は
通
常
平
穏
に
行
は
れ
る 

..
'

/

-

•

も
の
で
あ
る
。
貴
族
制
を
破
壊
す
る
.原
因
の
一
つ
は
、■
€-
と
謂
ふ
が
如
き
外
變
に
依
つ
て
碼
生
ず
る
貴
族
の
沒
落
で
あ
つ
た
。
S

衆

は
こ
の
機
會
を
利
;1
]

し
て
主
權
の
把
搌
を
敢
行
す
る
の
，で
あ
る」

。

.'
■'
.
.
:
:
i

 

革
命
の
他
の
原
因
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
依
つ
て
旣
に
說
明
せ
ら
れ
た
る
中
産
階
級
の
轉
落
で
あ
る
。
ボ
ダ
ン
は
信
ず
る
I

斯
る 

一
 

階
級
を
確
保
す
.る
阈
家
は
常
に
强
ヵ
で
あ
る」

と
。
而
し
て
堪
命
に
賦
與
さ
れ
た
る
政
治
的
原
因
の
分
析
は
ボ
ダ
ン
を
し
て
其
豫
防
乎
段 

.'.j 
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六

(

ー.八
八
5

を
論
ぜ
し
め
る
。
木
質
的
I

へ
ば
、
政
治
に
關
す
る
思
辨
と
實
踐
と
は
無
論
分
離
出
來
ぬ
。
然
ら
ば
、
斯
る
震
の
對
象
た
る
理
想 

は
何
か
。

ボ
ダ
ン
はv;\=:

の
觀
，\
必
<
:
:原
1̂
に
關
す
る
.|
1
し
き
另
^

ょ
り
.出
發
す
る
0

山
ハ
筑
要
な
る
も
の
は
人

[!
|
1的
，|-
:
1«1
で
あ
る
。
斯
る
ぬ
11
1
の

上
位
に
、
與
發
展
を
妨
ぐ
る
こ
と
な
き
靈
の
作
用
が
あ
る
。
而
し
.て
斯
る
原
因
の
第
三
の
序
列
は
■

的
世
见
其
れ
嘉
で
あ
つ
て
、

ボ
ダ
ン
の
稱
し
て
息
的
原
因
と
做
す
も
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
、
彼
れ
は
、
社
會
的
肇
並
に
沒
落
が
、人
間
的
で
あ
m

然
的
で

あ
り
、
又
は
神
意
に
適
ふ
も
？

あ
る
と
謂
ふ
箴
言
を
最
初
に
設
宠
し
、
靈
制
は
即
ち
こ
れ
に
馨
す
t

謂
ふ
。

次
に
彼
れ
は
、
社
會
變
鼻
の
發
生
を
論
ず
る(

p
 VI.liv. 

I
V
;
)
o

此
問
題
に
就
て
彼
れ
が
駿
論
せ
ん
と
す
る
策
一
の
理
念
は
免
命
.

論
的
解
轉
で
あ
る
。
即
ち
彼
れ
は
、
蒙
の
必
然
性
に
對
す
る
認
識
と
同
時
に
、
问
‘的
へ
の
震
を
_

す
る
。
斯
る
露
的
乎
没
は

人=
±

-
^
H

一
 

致
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
藍
し
^
;は-

S
I
'
S
Q
H
|

し
き
行
使
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
斯
る
變
革
を
起
す
*
め̂Q

一
般
的
規
亂
は
實
踐
的
に
訛
べ
ば
、
_
然
の
步
行
と
一
致
す
る
が
如
き
自
然
的
方
法
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬC

猶
ほ
.、
皮—

は
-
前
取
|

せ
る
4
き
變
舉
の
必
然
的
及
び
偷
理
的
遡
'解
ょ
り
其
愤
値
判
斷
を
決
宛
し
た
。
即
ち
社
#
的
變
承
の
謎
は
必
然
的
概
念
で
あ
る
が
、

こ
れ
I

き
起
す
偷
现
的
靈
は
共
時
の
.社
食
的
原
因
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
I

。
最
も
深
刻
妾
斯
る
匿
が
社
會
的
不 

疋
義
不
平
等
で
あ
る
こ
と
は
旣
に
引
用
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
o

「

井
浪
國
六
篇」

の
第
71
'
.篇
第
一
一
章
に
、
彼
れ
は
革
命
の
原
因
特
に
其
の
不
平
等
に
關
す
る
原
因
の
發

M
に
就
て
論
じ
て
屉
る
o
.
古
代 

に
於
て
は
、
奴
隸
制
度
の
爲
め
に
如
何
に
大
な
る
不
平
等
が
.作
し
た
か
、
又
如
何
に
し
て
、解
放
者
が
ゥ
ズ
ラ
に
依
つ
て
榨
取
さ
れ
常
f
c

j

I

I)-
; .j

tv

1

i

1

膽
i

I
.ft

f
：；*v
I

I
1
議

II I
II
MM
_m

4
命
を
增
僦
せ
る
貧
困
大
衆
の
敎
父
ど
，な
つ
た
か
を
說
明
し
、
斯
く
し
て
V
結
厨
、
揿
大
し
且
.つ
鱗
餓
に
湖
し
行
く
贫
t
が

富

^

に

反 

, 

抗
し
て
立
ち
、遂
に
彼
等
を
都
市
ょ
り
放
逐
し
た
琪
實
を
叙
述
し
て
居
る
。
あ
る
锊
珙
者
及
、び
立
法
者
の
抱
く
社
#
救
濟
の
^
策
は
、斯 

„ 

る
極
端
な
る
贫
函
の
危
險
に
對
す
る
豫
防
で
あ
つ
た
。
併
し
、
彼
れ
に
從
へ
ば
、
社
會
の
平
等
を
求
め
る
空
想
的
逃
避
の
m心
想
は
排
除 

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蕋
し
社
會
的
必
然
性
が
自
然
的
芷
義
を
確
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
是
に
於
て
彼
れ
は
神
び
プ
ラ
ト
ン
及
び
モ
ォ
ア 

| 

の
现
想
國
を
非
雛
す
る
。
即
ち
、
必
然
的
社
#
の
發
股
は
斯
る
逃
避
的
理
念
を
破
瓌
す
る
。
然
ら
ば
、
ゥ
ズ
ラ
と
謂
ふ
が
如
き
貧
困
と 

、
 

無
秩
序
と
の
精
極
的
原
因
は
其
俊
許
容
さ
る
べ
き
か
。
無
論
ボ
ダ
ン
は
こ
れ
に
反
對
す
る
。
其
极
柢
と
'な
る
も
の
は
、
自
然
的
理
性
、

\ 

{一：®

的
命
令
で
あ
つV

、

ま
だ
其
屮
に
經
濟
學
上
に
於
け
る
利
子
理
論
の
萠
芽
を
見
出
す
こ
と
は
出
來
ぬ
。

以
上
を
以
て
、
私
は
社
會
の
變
革
過
程
に
關
す
る
ボ
ダ
ン
の
m
心
想
を
大
略
說
明
し
得
た
と
思
ふ
。
彼
れ
が
眞
に
第
十
六
世
紀
の
モ
ン 

テ
ス
キ
广
>
た
る
所
以
の
も
の
は
、
觀
念
的
社
龠
形
態
の
描
寫
を
避
け
て
、
堪
ら
社
會
制
度
の
本
質
を
硏
究
し
た
こ
と
に
在
る
。
而
し 

' 

て
、
斯
る
社
龠
制
度
は
、
其
の
坐
成
と
發
股
の
爲
め
に
、
謂
は
r
或
自
然
的
條
件
と
一
致
す
べ
き
必
然
性
を
布
す
る
。
立

法

客

は

;|
|
:
ハ
を

先
驗
的
に
決
定
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
即
ち
純
然
た
る
规
辨
的
见
考
方
法
は「

共
和
國
六
篇」

の
箸
衆
の
採
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。

然
ら
ば
其
の
兆
礎
づ
け
は
何
か
。
此
が
ボ
グ
ン
を
以
て
モ
ン
テ
ズ
.キ
ュ
ゥ
の
先
騵
容
た
ら
し
め
た
氣
候
論
で
あ
る
。

一
 

：

六

.

 ̂

. 

自
然
的
環
境
の
人
li
s
-
l
的
理
智
に
及
ぼ
，す
影
響
は
、
無
論
、
ボ
ダ
ン
に
依
.て
创
め
て
說
明
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
は「

政
治
學」

笫
四
篇
第
六
宽
に
こ
の
問
題
を
論
じ
て
居
る
。
日
く
、一

丨「

寒
冷W

る
氣
候
に
慣
れ
た
る
民
族
は
W
般
に
、

Jean TRolin 

W
1J
:バ
時
代 

三

七

七

(

一
八
八
三) 

一

.二

，

- 

. 

|

-

i



S.J

I
I

J
I
M
M
1
,
, 

-
V

——

-
-
iH
’
u

, 

J
i Bod:

ロ
晶
昤
代 

三
七
八

(
一

八
八
四〕 

■

に
し
て-si
山

裏

す

.る
が
、
_

的
、崖
的
且
つ
政
治
的
、訓

蕾

於

て

確

か

集

つ

返

.る
。
即
ち
：

=:1

細

琵

管

歐

洲

鏡
 

に
比
べ
て
f

的
、
霧

的

で

含

が

稱

を

欠

き

、
未
だ
に
永
簡
奴
鑛
度
下
^
在
る
。
地
形
的
に
見
て
i

中
盟
在
る
希
職 

段
族
は
双
方
の
^
質
を
侦
布
し
て
尨
る」

と
。
フ
ラ
ト
シ
も
亦
、氣
候
に
關
す
る
考
察
を
立
法
^
に
對
す
る
訓
戒
と
し
た
。
こ
れ
等
が
、
 

恐
ら
く
向
然
的
環
境
論
の
记
命
論
的
決
宛
と
方
法
論
的
悲
礎
づ
け
の
最
初
で
あ
ら
ぅ0

 

囟
然
の
人
問
に
及
ぼ
す
影
響
を
靈
す
る
こ
と
は
神
祕
生
義
で
あ
る
。
機
械
論
的
唯
物
主
變
從
へ
ば
、
自
然
的
環
境
は
社
#
制
度 

に
及
ぼ
す
決
宛
的
影
響
で
あ
る
。
文
化
史
的
發
股
過
程
も
亦
地
理
的
條
件
に
從
馬
す
る
。
人
間
共
れ
自
艘
の
■#
在
は
、遂
に
、卞

.i
f
に
於 

け
る
一
個
の
•息
现
象
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
斯
る
環
境
論
は
、
理
想
主
義
的
觀
念
論
と
共
に
、
社
t

對
す
る
本
質
的
硏
究
の
一 

部I
I

を
秘
成
す
る
。
人

意

志

と

機

S
1
S

拘
來
とQ

麗

は

、
料

學

に

於

要

な

るI?

題
で
お
る
が
、
同
-
^

H
、

I

s
,リ 

に
も
亦
決
史
的
笊
要
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
.ボ
ダ
ン
は
、
無
論
、
氣
候
の
經
濟
的
發
M
に
及
ぼ
す
影
響
を
歷
史
的
凡
つ
實
證
的
に
力 

說
す
る
。
併
し
彼
れ
は
、
こ
れ
と
同
時
に
、
人
[I
'
l
l
の
s
rf
.
1に
關
す
る
觀
念
論
的
說
明
を
保
荷
す
る
。
即
ち
自
然
的
影
響
と
同
時
に
人
卯 

セ
の
オ
沪
：

b

防

I

を
忘
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
ay
,
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ゥ
に
於
け
る
ょ
り
も
梢
*明
瞭
で
あ
る
。
即
ち
皮
1

1
、
氣
啶
の 

影
響
に
拘
ら
ず
*
人
叫
的
爾
と
精
神
的
星
と
を
極
め
て
强
固
に
主
賬
し
た
。
如
何
に
强
カ
な
る
作
用
の
下
に
於
て
も
、
精
神
生
は 

決

し

て

、消

滅

せ

.

ざ
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
氣
候
論
に
於
け
る
說
明
の
方
法
は
、
ボ
ダ
ン
に
於
て
も
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ゥ
に
於
て
も
、
要 

す
る
に
F

1
で
あN

?

如
れ
等
は
北
ノ
に
.
.氣
候
の
甜
#
询
度
に
及
ぼ
す
影
響
を
迪
つ
て
、之
を
歷
史
的
に
說
明
す
0

0モ
ン
テ
ス
キ
Aゥ 

は

「

共
和
國
六
篇」

の
中
に
旣
に
述
べ
ら
れ
た
る
思
想
を
探
用
し
且
っ
之
を
展
開
し
た
の
で
ぁ
る
。
謂

は

V
M
客

に

於

け

る

說

明

態

容

o

n異
は
、
藤
史
が
煎
ら
し
た
素
材
の
新
舊
に
す
ぎ
ぬ
と
謂
へ
る
で
あ
ら
ぅ
。

一
 

ヾ
ダ
ン
土
、
こ
の
麗

に

於
て
现
性
施
に
自
m

s
す
る
も
の
と
辕
境
の
作
用
に
依
り
坐
ず
る
も
の
と
の
概
把
的
f

息
へ
た
る

ミ

氣

f

 

i

l

s別
嘉
じ
た
。
即
ち
彼4

は
8

1

翕

1

嘗

及

I

神
的
S

に
ょ
つ
て
各
I

U

る 

懸

を

器

す

る

Q

で
I

。
费

謡

|

霧

I

明
が
彼
れ
I

I

る「

I

的

盗

」

s

t

t
亦
、
罡

S

■

れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

「

h

、和
I

I

」

は
、
前
述

Q

如
く
、
篇

Q

I

學
說
慕
成
す
る
も
の

1

る
が
、
共
れ
と
同
時
に
、
國
家

s

f

力 

之
を

I

し
i

る
。

I

後
霉
は
國
家
財
政
に
關
す
る
、可
成
り
廣
汎
な
る
說
明
を
含
み
、
而
し
て
其
は
正
し
き
財
政

i

l

h

 

, 

.

を
■

し
た
。.

即
ち
、
理
論
の

8

と
糨
成
に
於
て
、
其
は
實
證
生
義
的
新
科
學
へ
の

f

示
し
た
。
蓋
し
、
出
替
時
の
フ
ラ
ン
ス

國
家
財
吹
に
於
け
る
—

的
關
係
を
北
ハ
主
要
な
る
硏
究
對
象
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ボ
ダ
ン
は
銎
Q

-

Iと
し
て
比
例
税
を
議
す
る
。
此
は
：$

の
■

に
適
合
す
る
が
故
で
I

。
彼
れ
に
從
へ
ば
f

 

t

 

一
 

な
るg

税
形
態
を
有
す
る
常
時
に
於
て
I

I

も
の
は
比
例
税
で
あ
る
。
彼
れ
I

證
的
關
係
に
於
て
こ
の
問
題
を
論
じ
、
而
し
て 

“ 

其
が
、
義
と
公
平
に
對
し
て
と
等
し
く
、
又
、
靈

と

篇

に

對

し

て

®
ど
常
に
適
合
す
る
所
以
を
證
^
'
し
て
沾
る 

| 

次
に
彼
ま
財
政
の
規
聪
を
說
く
。
其
I

な
る
も
の
.は
誠
實
と
規
則
性
と
で
あ
る
。
菇
は
次
の
三
點
に
於
て
作
州
す
る
。
即
1
 

一一. 

一
は
國
邮
收
入
、
第
二
は
國
家
の
利
益
と
名
譽
と
に
於
け
る
其
使
用
、
而
し
て
策
三
は
或
特
殊
必
要
の
货
め
の
.H

ィ
で
あ
る
と 

“ 

免

ハ
てr*

る
。
然
ら
ば
、
國
贿
收
人
は
如
何
に
し
て
得
ら
れ
る
か
。
ボ
ダ
ン
は
七
個
の
手
段
を
秦
げ
る
則
&
の
第
一
は
1
表

r
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其
時
代
.
 

f

_o(一

八
八
六)

あ
っ
て
、
共
は
又
公
有
と
國
王
の
私
荷
と
に
分
れ
る
。
國
主
と
雖
も
、.
•其Q

自
出
な
る
處
分
權
を
有
せ
ぬ
。
何
故
な
れ
ば
、

一
刃
ぶ

布
財
產
は
國
家
北
ハ
れ
_
體
に
屬
す
る
か
ら
で
あ
る
0'
其
の
一
一
は
敵
國
征
服
に
よ
る
沒
收
で
あ
る
。
此
ハ
例
と
し
て
、
彼
れ

は

羅

ぢ

：

rl
*
國
に

よ
る
篤
地
の
搾
取
を
述
べ
た
？
其p

三
は
友
誼
國
若
し
く
は
國
民
に
よ
る
贈
與
で
あ
るo

無
論
此
は
財
源
と
し
て
極
め
て
不
邊
で

あ
る
。
特

に

ボ

ダ

ン

が

こ

れ

を

其

一

っ

に

加

ぇ

る

所

以

は

、

曾
て
羅
馬
帝
國
が
遺
言
に
よ
っ
て
_六
王
國
を
取
得
し
た
祺
實
を
知
る
か
ら

で
あ
ら
ぅ
。
其
の
四
は
鐘
の
年
貢
で
あ
っ
て
、
其
はH

此
の
規
約
に
依
っ
て
行
♦は
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
管

：
は
、

王
侯
が

國
风
と
の
取
W
に
於
て
課
す
不
蛋
税
で
あ
.る
。
ナ
ポ
リ
の
王
、
7
ル
フ
ォ
ンK

Q

如
き
は
屢
、
こ
れ
を
利
用
し
て
麗
の
收
入
を
評

っ
た
が
、
共
は
極
め
て
必
要
な
る
場
合
に
の
み
許
さ
る
べ
き
手
段
で
I

。
第
六
は
間
接
税
及
び
關
税
で
あ
る
。
當
時
フ
ラ
ン
ス
に
於

て
多
®
に
生
產
さ
れ
且
っ
外
_
に
て
必
要
と
し
た
る
もQ
 

(

鹽
、
.小
麥
、
葡

蕩

s
 Q

輸
人
關
税
を
上
げ
、
而
し
て
其
れ
に
依
て

坐
ず
る
國
內
倒
格Q

下
落
及
び
麗
收
人
霉
加
を
計
る
こ
と
、
楚

、
原
料
品
の
輸
人
關
？

引
下
げ
、
而
し
て
其
れH

依
て
生
ず

る
國
内
產
業
の
發
達
を
期
す
る
こ
と
が
ボ
ダ
ン
の
靈
で
あ
っ
た
。
斯
く
し
て「

マ
ル
ト
"
ァ
氏
に
與
へ
た
る
囘
答」

.
に
於
け
る
自
山

貿
易
主
義
は「

共

菌

六

篇」

に
於
て
は
遂
に
放
棄
さ
れ
て
居
る
。
第
七
は
直
接
税
で
あ
る
。
其
の
負
撥
は
現
實
的
で
あ
っ
て
、決
し
て

f
人
G
に
；

Sj

つ
て
は
な
ら
ぬ
。
静
し
租
税
の
木
質
的
原
理
は
負
檐
の
平
等
だ
か
ら
で
あ
る
。
然
も
、
當
時
に
於
.け
る
第
三
階
級
は
一
切

の
負
f

忍
ん
で
思
っ
た
。
猶
ほ
彼
れ
は
奢
侈
f

主
張
す
る
。
此
考
察
に
於
て
、
I

は
少
く
と
も
經
濟
理
論
的
說
明
と
等
し
き
役 

割
を
^
ず
る
の
で
あ
る
。

ボ
ダ
ン
は
三
種
の
政
治
形
態
、
彼
れ
の
辭
に
從
.へ
ば
、「

合
理
的
三
國
家」

.の
比
較
を
以
て「
共
和
國
六
1」

の
稿
をS

ぢ
る
。
こ
の

_ 

.
萆
に
於
る
最
も
箸
し
き
特
微
は
平
等
に
關
す
る
考
察
で
あ
っ
て
、
彼
れ
は
其
を
以
て
一
個
の
理
論
を
權
成
せ
ん
と
努
め
た
。
先
づ
炫
衆

國
家
に
就
て
語
る
、—

「

其
は
一
切
の
法
律
に
於
て
平
等
と
公
芷
と
を
求
め
、
且
っ
社
#
制
度
を
自
然
法
に
適
合
せ
し
め
る
も
の
と
し 

て
設
も
推
稱
さ
る
べ
き
も
の
と
謂
へ
.る
。
蓋
し
、
自
然
が
富
と
地
位
と
を
不
平
等
に
分
配
せ
ざ
る
が
如
く
、
其
は
备
人
に
平
等
の
正
義 

と
-::!

然
の
_
-
5と
を
窗
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
事
實
上
、
斯
る
理-

H
Q

微
細
な
る
こ
と
正
に
蛛
網
に
類
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
何 

と
な
れ
ば
、
菩
人
は
、
枭

、
財
と
地
位
と
の
平
等
が
斯
く
の
如
く
塞
に
保
證
さ
れ
た
る
國
を
知
ら
ぬ
。
而
し
て
本
來
讓
と
平
等 

と
は
同
時
に
#
立
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
即
ち
民
衆
國
家
に
於
け
る
平
等
の
理
念
は
、
同
時
に
約
朿
す
る
自
然
的
^
吶
を
否
宛
す
る
の 

で
I

」

。
然
ら
ば
貴
篇
家
は
如
何
。
今
浩
し
、■

極
め
て
合
理
的
に
行
は
れ
f

の
と
す
れ
ば
.
、
疆

は

自

然

的
S
山
に
拖
く
布 

能
な
る
數
人
の
支
配
素
に
歸
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
此
ハ
は
1
風
亚
義
に
合
致
す
る
^

の
\
如
く
で
あ
る
。
侦
し
乍
ら
、
現
實
は
爾
く
合
浪
的 

で
な
い
。
吾
人
は
屢
"
其
の
屮
に
野
心
家
の
支
配
を
見
る
。
.
一
人
の
#
君
の
-代
り
に
、
數
人
の
摩
橫
若
を
持
っ
の
で
.あ

る

.0
斯
く
し
て
、

皮
れ
は
?

屯
1|
|
]
.
が
前
一

 

一̂

に
較
べ
て
稍
'
自
然
的
な
る
こ
と
を
認
め
る
。
即
ち
家
族
が
”
人
め
主
長
を
持
っ
如
く
、全
人
は
一
人
の
-
^
主 

一
 

を
持
っ
の
で
あ
る
0.
然
か
も
彼
れ
は
世
襲
を
以
て
選
擧
に
勝
る
と
し
た
。
其
は
、
傅
紘
は
理
性
に
ょ
っ
て
樹
立
さ
れ
る
と
謂
ふ
一
個
の

信
念
に
戡
礎
づ
け
ら
れ
て
居
る
。

一
 

斯
る
神
秘
料
雞
は
遂
に
正
義
を1

®

の
範
鳴
に
分
っ
。
簕
術
的
正
義
と
幾
何
學
的
正
義
は
則
ち
其
れ
で
あ
っ
て
、
前
者
は
絕
對
的
平 

一
 

等
の
上
に
樹
て
ら
れ
、
後
容
は
階
級
の
#
在
を
認
め
る
。
謂
は
^

、
ゼ
ノ
フ
オ
ン
は
前
渚
を
主
張
し
、
プ
ラ
ト
ン
は
後
衮
の
味
方
で
あ

る
。
ボ
ダ
ン
は
此
.等
ニ
若
を
融
合
す
る
調
和
的
正
義
を
主
張
し
、

一
切
社
會
に
於
け
る
ニ
個
の
構
成
要
素
を
認
め
る
。

一
は
變
化
的
•

Jean. Top-iv 

>
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時
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代
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3
八
二 

(

一
八
八
八)

偶
然
的
で
ぁ
つ
て
、
個
人
的
相
興
、
時
間
的
環
境
、
民
族
、
氣
候
に
依
#

し
、
他
は
固
宛
的
•
銃

一
的
で
ぁ
つ
て
、國
家
の
第
一
條
件
• 

至
上E

的
た
る
F
:義
の
M

理
に
他
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

.

逍
記
私
は
こ
の
稿
を
線
に
”
起
し
、
巴
姐
に
て
漸
く
脱
稿
し
た
。
旅
先
き
の
不
便
は
、
斯
る
證
史
的
考
證
に
最
も
必
：f

る
べ
き
文
献 

の
^
獵
を
妒
げ
た
他
日
改
稿
を
阳
す
所
以
で
あ
る
。
因
に
p
ofe
ロ
の
M
o
g卜
«-Livres 

de la R
6pubHque..

?t
一
 

五
七
'

U
I
B
IR 

の
望
版
及
び
一
七
七
七
ハ
f

ョ
ン
に
て
m
版
さ
れ
た
る
■

氏
の
縮
刷
版(Des 
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參
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ミ
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る
转
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支那勞働組合法の歷史一班

.
及

川

.恒
忠

I

發
芽
期

蠶

馨

を

羅

と
す
る
近
代
勞
働
紐
合
が
支
那
に
組
織
さ
れ
た
の
は
一
九
一
九
平
以
後
の
こ
と
に
係
か
る
。
そ
し
て
支
那
の
勞
働 

遝
觔
は
、
組
合
遝
勧
の
發
展
、
勞
働
-

の
强
化
を
赀
贵
と
し
て
最
近
十
數
年
問
に
急
激
な
迆
展
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

7 

カ
い
時
代
の
支
那
に
も
紕
合
の
形
態
は
全
然
杯
し
な
か
つ
た
譯
で
は
な
い
。
舊
時
代
の
手
エ
業
盏
||
1
]に
は
"
帮

(
p
a
n
g
)

と
稱
す
る

職
人
糾
合
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

^——

手
工
業
帮
I

は
歐
洲
の
中
1|
|
:手
1:
業
ギ
ル
ド
に
類
似
せ
る
性
質
を
有
す
る
も
の
で
冋

鄕

、
同

.職

業

た

る
こ
と
を
條
件
と
し
、

, 

徒
免
も
親
方
.に
從
つ
て
之
に
加
入
し
甘
：ハ
保
護
を
ぅ
け
た
の
で
あ
る
°
が
、
帮
の
支
配
權
は
親
方
達
の
掌
中
に
あ
り
、
貨
字
勞
働
時
間
*

一
 

徒1
1

1

等
の
問
題
を
始
め
と
し
、
度
|

設
_

の
取
引
關
係
の
問
題
は
孰
れ
も
f

て
取
扱
は
れ
た
。
f

同
時
に
加
人
同
業
器 

I 

の
利
益
擁
護
の
！

S

的
か
ら
企
業
の
獨
I'
T

M
向
を
も
多
分
に
も
つ
て
ゐ
た
。

一
方
、
帮
に
は
嚴
格
な
規
雜
が
あ
つ
て
そ
の
懲
fj
は
國
法
に

關
係
な
く
加
入
^
に
課
せ
ら
れ
、
か
く
し
て
同
業
問
の
商
道
德
並
に
親
方
*
徒
银
問
の
逝
義
的
關
係
を
强
15
1
に
保
持
し
て
ゐ
た
。
さ
れ

支
那
务
働
紐
合
法
の
膝
圯
ー
班 
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